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国立民族学博物館

 ハルマヘラ調査隊概報

石 毛 直 道*

1.調 査 経 過

1・1 調 査 の概 要

 イ ンドネシア共和国マルク諸島(旧 名

モル ッカ諸島)北 部のハルマヘラ島は,

東南アジア文化と太平洋文化の接点に位

置する。すなわち,言 語学的には,ニ ュ

ーギニア方面の言語と関連をもつと考え

られる非オス トロネシア系の言語である

北ハルマヘラ語群の言語を話す住民が同

島の北部に居住 し,南 部はオス トロネシ

ア系言語の住民によって占められている。

また,生 業経済としては,サ ゴヤシ澱粉

の採集のほか,太 平洋の島喚の農業と共

通性をもつ焼畑根栽農業を残すほか,東

南アジア島填部と共通する陸稲,雑 殻類

の焼畑農耕 もおこなわれている。このよ

うな東南アジア,太 平洋の文化史研究上

重要な位置にありながら,同 島について

の民族学的報告はきわめてす くなかった。

 国立民族学博物館では,同 島の民族誌

的現地調査をおこなうことを立案 し,昭

和51年 度文部省海外学術調査補助金の交

*国 立民族学博物館第5研 究部

付 を うけ た。 ま た,イ ン ドネ シ ァ科 学 局

(略称L.1.P.1., Lcmbaga Ilumu Pen-

getahuan IIldonesia)か ら,調 査 許 可 を

取得,同 局 か らア ン ボ ン島 に あ るPatti

Mura大 学 を現 地 に お け る受 入機 関 と し

て 指 定 され,同 大 学 との 共 同調 査 とい う

形式 で の現 地 調 査 を お こな う こ とに な っ

た。

 この調 査隊 は,国 立 民 族 学 博 物 館 の研

究 者6名,Patti Mura大 学 か らの研 究

者1名 か ら構 成 され た。 ハ ル マ ヘ ラに お

け る現 地 調 査 は1976年9月 か ら]2月 に か

け て お こ なわ れ た 。 調 査 の主 な対 象地 は,

ハ ル マ ヘ ラ島 北 部 のGalela地 区 にあ る

Limauと い う小 村 落 で あ る。 Limauは,

非 オ ス トロ ネ シ ア語 の う ちのGalela語

を話 す住 民 を 中核 と して形 成 さ れ た村 で

あ る。Limauに お け る主 な 調 査 事 項 は

下 記 の5点 に要 約 さ れ る。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

村落のコミュニティ ・スタディと

村民の生活の民族誌的記載

農業,サ ゴヤシ採集,漁 業に関す

る民族誌的記載

非オス トロネシア系諸言語の言語

学的調査

有用植物の民族植物学的調査

民俗分類学(folk-taxonomy)の

調査

民間信仰,呪 術の調査

 な お,調 査 に あた って 使 用 した言 語 は

主 と して イ ン ドネ シ ア語 を媒 介 と して お

り,ま た ハル マヘ ラの ほ とん ど の住 民 が

イ ン ドネ シア語 を解 す る。

1・2 隊 員 構 成

隊長 石毛直道 助授教

隊員 和田祐一 教授

   佐々木高明 教授

第5研 究部

第3研 究部

文学博士
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         第2研 究 部

   松澤 員 子 助教 授 第1研 究 部

   吉 田集 而 助 手 薬 学 博 士

        第2研 究 部

   大胡 修 助手 第1研 究 部

 現 地 参 加 隊 員

  Zakarias A. F. Soukotta, Rc-

      search Fellow, Dept. of

      Agriculture, Patti Mura

      University

 1・3 調 査 日程

1976年

8月24日 石 毛,吉 田,ジ ャカル タ着 。

    L.1.P.1.そ の他 関係 官 庁 との

    事 務 折衝 に あ た る。

9月4日 和 田,佐 々木,松 澤,大 胡,

    ジ ャ カル タ着 。

9月9日 石 毛,和 田,吉 田,大 胡,ア

     ンボ ン着 。

9月10日 佐 々木,松 澤,ア ンボ ン着 。

     9月13日 ま でPatti Mura大

    学 との 調 査 打合 せ,博 物 館 見

    学 。 吉 田,バ ナ ナ の採 集 を お

     こな う。

9月 ユ4日 日本 側 隊 員 全 員Ternate島

    着 。

9月17日

 ～21日 石 毛,佐 々木,吉 田,チ ャー

    ター ボー トを 乗 りつ ぎ,ハ ル

    マ ヘ ラ島 北 部 東 海 岸 の 予備 調

    査 を お こ な う。

     この間 に訪 れ た 主 な 村 は,

    Dodinga(Jailolo郡), Bon-

    agigo, Kau, Patan, Pediwan

    (以 上,Kau郡), Tobelo

    (Tobelo郡), Puma, Ma-

    kete, Limau, Laloga(Galela
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     郡)で,各 村 に お け る農 業 の

     概 況 を 主 とす る聞 き と り調 査

     をお こな う。そ の結 果Limau

     を主 な調 査 地 とす る こ とに決

     定 。この 間,18日Patti Mura

     大 学 か らの 現 地参 加 隊 員So-

     ukottaがTernateに 残 留 の

     隊 員 に合 流 。

9月23日 石 毛,吉 田,Soukotta,ボ ー ト

     を チ ャー タ ー し,ハ ル マ ヘ ラ

     島北 部 西 海 岸 のLiti, Ngaon,

     Caminialの3村(Sahu郡)

     の農 業 概 況 の予 備 調 査 を お こ

     な う。

9月27日

 ～30日 全 員Limauに む け て 定 期 船

     を利 用 して 出発 。 ハ ル マ ヘ ラ

     島北 部 西 海 岸 か らBisoa岬 を

     経 由,30日 未 明Soa-sioで 下

     船,同 日,ボ ー トを チ ャー タ

     ー してLimau着 。

10月1日 Limauに お け る調 査 開 始 。

10月19El

 ～23日 石 毛,吉 田,狩 猟採 集 民 の定 着

     村 で あ るKusuri村(Tobelo

     郡)の 調 査 を お こな う。

10月20日

 ～23日 松 澤,Soukotta, Duma村

     (Galela郡)で 調 査 を お こな

     う。

10月3日

 ～16日 佐 々木,Soukotta, Sahu郡

     のLoce村 に お ける調 査 を お

     こな う。

1]月18日 和 田, 松 澤, Limau発 。

     Ternate島 で佐 々木 に合 流,

     ア ン ボ ン経 由で 帰 国 の途 に つ

     く。11月30日 和 田,松 澤,12
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    月5日 佐 々木,日 本 着。

12月1日

～5日 石 毛,Lolobata村(Wasile

    郡)の 調 査。 吉 田 は1日 か ら

    6日 ま でDuma村(Galela

    郡)の 調 査 。

12.月9日 石 毛,吉 田,大 胡,Soukotta,

    Limau村 の 調 査 を 終 り,

    Ternate島 着 。吉 田 はTern-

    ateで 言 語学 的調 査 を お こな
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     う。

12月14日 石 毛,吉 田,大 胡,Soukotta,

     ア ン ボ ン着 。 ユ7日,石 毛,

     Patti Mura大 学 に お い て 講

     演 を お こ な う。

12月20日 ジ ャカル タ にて,L.1.P.1.に

     調査 報告 書,Final Report of

     Ethnographical Study of

     Agriculture and Language

     in Halmaheraを 提 出。24日

     吉 田,26日 石 毛,30日 大 胡 帰

     国 。

 2.調 査 事 項

 2・1 Limauに お け る村 落 調 査

 Limau村 は ハ ル マ ヘ ラ 島Galcla郡 の

村 落 で あ り,郡 庁 所 在地 のSoa-sioか ら

約6.5km,船 外 機 つ きの ボ ー トで1時

間半 北 上 した海 岸 に位 置 す る。 調 査時 の

人 口は241人,戸 数 は41戸 で あ る(こ の

数 字 は村 長 の統 計 に よ る。 わ れ わ れ が

家族 構 成 に つ いて 全 戸 の 面 接 調 査 を お こ

な った 結果 で は,こ の数 字 に多 少 の 異動

が あ る)。 村 民 の お お くはGalela郡 で生

れ た者 に よ って 占 め られ る が,戸 主 に つ

いて い えば19人 はMorotai島, Wasile

郡,Kau郡 な ど他 の 地 区 か ら移 住 して

き た者 で あ る。Galela郡 以 外 か らの 移

住 者 も系 譜 的 にはGalela人 で あ る 者 が

お お い が,少 数 のWasile郡 か らのMaba

人 な どGalela文 化 以 外 の 文 化 に 所 属 す

る者 も村 民 と して 存 在 す る。 しか しなが

ら,村 内 の法 的 秩 序 はGalela人 の慣 習

法 に も とつ い て た もたれ て お り,よ そか

らの移 住者 も 日常 会 話 にGalela語 を 使

用 す るな ど,Galela人 の 文 化 ・社 会 に

よ って 統 合 され て い る村 と して の 性格 が
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つよい。村にはイスラム教寺院とプロテ

スタン ト教会があるが,イ スラム教徒の

戸数33に たいして,キ リス ト教徒の戸数

は8戸 にすぎない。ほかに村の公的機関

としては,小 学校(教 師1名)が ある。

 村人のほとんどが農業を主要な生業と

しており,漁 業もおこなうが,こ れ らの

生産物のほとんどは自家消費用であり,

村民の生計の主要部分は自給 自足経済に

依存しているといえる。現金収入の方法

としては,サ ゴヤシ澱粉,サ ゴヤシの葉製

の屋根材,材 木,コ ブラ,燃 製魚を主 とし

て郡庁所在地の市場に売ることによる。

 Limau村 人の日常生活 およびGalela

人の民族誌に関する調査としては,以 下

の項目があげられる。

 1)Galela人 の歴史に関す る伝承 の

   採集一 吉田,松 澤

 2)Limau村 の歴史に関する伝 承 の

   採集一 吉田,松 澤,石 毛

 3)村 の自然環境と地形,植 生(模 式

   植生図の作成をふくむ)  吉田,

   佐々木

 4)村 域主要部分地形概念図作成(畑,

   サゴ林の分布をふ くむ)一 佐々

   木,石 毛

 5) 集落の実測図作成  佐々木,石

   毛,大 胡,吉 田

 6)家 族構成と親族,姻 族の系譜関係

    (全戸にわたる面接調査をおこな

   う)  松澤,Soukotta

 7) 親族集団の概念と機能  松澤

 8)村 内組織(行 政,宗 教,共 同労働

   組織など)  松澤

 9) 通過儀礼  松澤,大 胡,石 毛

10) ライフ ・ヒス トリーの 聞 き と り

     1石毛

11)男 女分業と生活時間一 石毛
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12)家 計  石毛

13) 日常生活に関する物質文化(各 種

   実測図の作成をふ くむ)  石毛

14) 食事と料理法(11戸 に毎食の食事

   内容と料理法を記入 してもらう調

   査をふ くむ)一 石毛

15) 食物と味覚に関する価値観  石

   毛

 2・2 Galela人 の生業経済の調査

 Limau村 民の生業経済の主 な ものは,

サゴヤシ澱粉の採集,バ ナナ,マ ニオク,

サツマイモ,オ カボを主要作物 とする焼

畑農業,自 家消費を主 とする漁業である。

焼畑農業の実態調査については,Limau

村ばかりでなく,佐 々木,Soukottaに よ

ってSahuのLoce村 の資料も集められ

ている。

 1) 作物の種類一 佐々木

 2)焼 畑の分布  佐々木,Soukotta

 3) 焼畑経営の実態(作 付実測図の作

   成をふ くむ)  佐々木

 4)農 業暦一 佐々木

 5)農 耕儀礼  佐 々木,石 毛

 6)ハ ルマヘラ農業の歴史的変遷一

   佐々木,石 毛

 7) サゴヤシ澱粉製造の記ee-一一一石毛,

   佐々木,大 胡

 8)サ ゴヤシを材料とする物 質 文 化

   一 石毛,佐 々木,大 胡

 9) サゴヤシ澱粉の料理法一 石毛,

   佐々木,松 澤

 10) ココヤシ栽培とコブラー 佐々木

 11)漁 法と漁具(全 戸における漁具の

   悉皆調査を ふ くむ)一 大 胡,

   Soukotta

 12) 漁業暦一 大胡

 13) 船(実 測図作成をふくむ)  大

   胡

14) 狩 猟 と狩 猟用 具 一 石 毛

 2・3 民 族 植 物学 的 調査

 約1000点 の植 物 標 本 をGalela語 名称

と と もに 採集 した が,そ の ほ とん ど は

Galela人 が有 用 植 物 と して 利 用 す る も

ので あ る。

 1) 野 生 植 物 の利 用 法 一 吉 田

 2)栽 培 植 物 の 品種 学 的分 類 と利 用 法

     吉 田

 2・4 Galela語 の言 語学 的 調 査

 Galela語 は非 オ ス トロ ネ シア 系 の 言

語 で あ る北 ハ ル マ ヘ ラ語 群 に 属 す る 。

Galela語 の言 語 学 的 調 査 と し て は 前 世

紀 末 にBaardaの 作 成 した辞 書 が あ るの

み で あ る(Baarda, M. J.,"woordenlist

Galelareesch--Hollandsch, met Eth。

nologische aanteekeningen"`s-Graven-

hage,1895)。

 Limau村 に おい て はGalcla語 が 日

常 会 話 に もち い られ た。 村 に 移住 して き

たMaba人 な ど他 の言 語 を 母 語 と す る

者 も,村 内 で はGalela語 を使 用 す る。

国語 で あ る イ ン ドネ シア語 は小 学 校 で の

教 育 の さ い の言 語 お よ び公 式 の 会 合 や

Galela以 外 の場 所 か ら村 を 訪 れ た 者 と

の 会話 に もち い られ る。 成 人 男性 のす べ

て が イ ン ドネ シア語 を 解 す る し,他 の北

ハ ル マ ヘ ラ語 群 の 言 語一 と くにTob-

elo語 一 を 話 す バ イ リンガル な言 語 生

活 がみ とめ られ る。 しか し,40才 以 上 の

女 性 お よび 就学 前 の 児 童 はGalela語 を

話 す だ けで あ る。

 現 在 のGalela語 に は,イ ン ドネ シ ア

語 お よ び歴 史 的 にGalela文 化 と 関係 が

深 か った サル タ ン の宮 延 の 所 在地 の言 語
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で あ るTernate語 の影 響 に よ る と 考 え

られ る変 化 が み られ る。 す なわ ち,本 来

は開 音 節 で あ るGalela語 の語 尾 が 閉 音

節 化 す る現 象,多 量 の イ ン ドネ シ ア語彙

の採 用 な どが そ れ で あ る。

 テー プ レコー ダ を使 用 して 口承 伝 説,

日常 会 話 な どの 録 音 もお こなわ れ た 。 口

承 伝 説 につ い て は,イ ン ドネ シ ア語 の 正

書 法 に もとつ く文 字化 を お こな い,語 彙

お よ び語 句 につ い て の 注釈 を付 す る作 業

を お こな った。

 1)基 本 語 彙 の 採 集(Galela語, To-

   belo語, Loloda語, Tobaru語,

   Patani語, Mabiau Barat語,

   Mabiau Timur語, Maba語,

   Bacan語, Sulu語)  和 田,

   吉 田

 2)Galela語 の 音 韻論 的 調 査  和

   田

 3)Galela語 の 統 辞 論 的 調 査  和

   田

 4)Galela語 の 形 態 論 的 調 査  和

   田

 5)Galela語 口承 伝 説 の 録 音 とそ の

   文 字化,語 彙 ・語 旬 の 注釈 作 成 お

   よび イ ン ドネ シア語 へ の ほ ん 訳

   (主 と してGalelaの 起 源 説 話 を

   あつ か った)  和 田

 6) 日常会 話 の録 音 とその 分 析(Gal-

   ela語 で の 会 話 に ま じえ られ る イ

   ン ドネ シ ア語彙 の調 査 な ど)

   和 田

 7) Galela語 に お け る イ ン ドネ シァ

   語 の影 響 の 調 査(語 彙,音 韻,統

   辞 論 の各 側 面 につ い て)  和 田

 8)Galcla語 社 会 に お け る イ ン ドネ

   シア語 の変 容(音 韻,語 彙,統 辞,意

   味 論 の各 側 面 につ い て)  和 田
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 9)二 重 言 語 生 活 の 言語 社 会 的 調 査

   一 和 田

 2・5 民俗 分 類 と親 族 名 称 の 調 査

 農 業 と言 語 を む す ぶ もの と して,作 物

に 関 す る品 種 学 的 分 類 とあ わせ て 民 俗 分

類(folk-taxonomy>の 調 査 が お こ な わ

れ た 。 ま た,時 間 ・空 問 を あ らわす 言 語

の 成分 分析 を お こ な う こ とに よ り,認 識

体 系 の調 査 を お こな った が,非 オ ス トロ

ネ シア諸 言 語 にお いて,方 向 と距 離 に 関

す る精 巧 な認 識 体 系 が 存在 す る こ とが注

目 され る。

 1) サ ゴ ヤ シ の品 種 学 的 分類 と民俗 分

   類 一 吉 田

 2) バ ナ ナ の 品種 学 的 分 類 と民俗 分 類

     吉 田

 3) オ カ ボ の成 育 過 程 に 関 す る民 俗分

   類  吉 田

 4)時 間 の 民俗 分 類(年,月,1日 の

   時 間)一 吉 田

 5) 方 向 と位 置 の 民 俗 分類(Galela語

   の ほ か にTobelo語, Loloda語,

   Tobaru語, Ternate語, Mabiau

   Barat語, Mabiau Timu語,

   Maba語, Weda語, Bacan語,

   Sulu語 に お け る比 較 調 査 を ふ く

   む)一 吉 田

 6) 親 族 名 称 一 松 澤

 2・6 民 間信 仰 と呪 術 の 調 査

 すべ てのGalela人 は イ ス ラ ム 教 徒 あ

るい は キ リス ト教 徒 の いず れ か の宗 教 に

属 して い るが,呪 術 に と もな う祖 霊,さ

ま ざま な精 霊,つ き もの な ど に 関 す る民

間 信仰 が残 存 して い る。 これ ら超 自然 的

存 在 は,農 耕 儀 礼,病 気 の 原 因 と治療 法

な どに 関係 しな が ら,Gallea人 の精 神 生
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活 にい ま だ深 い影 響 を 与 え て い る。

 1) 日常 生 活 にお け る イス ラム教,キ

   リス ト教  松 澤,石 毛

 2) Galela人 の 起源 神話 と 固 有 宗 教

    石 毛,松 澤

 3) 祖 霊,精 霊,妖 怪,幽 霊,つ き も

   の に 関す る伝 承・ 石 毛

 4)呪 術 と病 気  石 毛,吉 田

 3.調 査 の ま とめ

 今 回 の調 査 で 収集 したす べ て の 資 料 は,

国 立 民 族学 博 物館 で保 存 し,整 理 研 究 さ

れ る。た だ し,植 物 標本 のデ ュプ リケ ー ト

はHerbarium Bogorense of Indoncsia

に寄 贈 され て い る。 資料 の分 析,整 理 は,

国立 民 族 学 博 物 館 の 共 同 研 究 班 で あ る

「ハ ル マ ヘ ラ島 の 民族 誌 的 研 究 」 チ ー ム

の手 に よ って お こな わ れ る。 その 結 果 は

本 誌 を は じ め とす る関係 学 会 誌 に 論 文 の

か た ちで 発 表 され るほ か,将 来 全 隊 員 の

執 筆 に な る英 文 報 告 書 を公 刊 す る 予定 で

あ る。
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